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茨城牧場における夏場の豚舎環境について（後編） 

 

※ 前回、当場における夏場の暑熱対策をご紹介しました。今回は、対策により得ら

れた効果の検証をご紹介します。 

 

１ 効果  

令和５年８月の分娩前の母豚を飼養している豚舎内の温度と、対照となる外気温

として近隣の観測地点の値と比較してみました。その結果、最高気温が連日 35℃を

超える中、豚舎内は３～５℃程低い値となっていました。当該豚舎はクーリングパッド

が設置され、他の方法と組み合わせて対策を講じていましたが、結果を見るとその

効果が発揮されていたものと思われます。 

 

なお、８月の豚舎内での最高気温において 30℃を超える日は 25 日間、夜間にお

ける最低気温において 27℃未満にならなかった日は 18 日間となっており、昨年の

夏は昼夜通じて暑かったことが数値にも明確に表れています。また、夜間の気温が

高かったことは、昼間に受けた暑熱ストレスが解消されないまま朝を迎えることとなり、

豚へのストレスが強くかかっていたと考えられます。  
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暑熱対策、豚舎内温度の検証  

豚が暑さを感

じ始める温度

（約 22℃）1） 

 



豚を取り巻く環境は、温・湿度だけではなく、風速、壁や天井の輻射熱、床のタイ

プ、換気方法で大きく変わり、豚の体感温度を左右します。繁殖母豚における暑熱

ストレスは、胚の死滅による産子数の減少、ミイラ胎児や死産の増加、分娩子豚の

生時体重の減少など生産性の低下を生じ、種豚の能力向上を図るうえで多大な影

響があります 2）3）4）5）。母豚以外でも暑熱ストレスはその生育に悪影響を及ぼすことか

ら、暑熱対策は、飼養管理に欠かせません。 

 

２ 今後について 

対策については、前述のとおり「畜舎環境対策」と「飼養管理対策」の組合せによ

り、入って来る暑さをできるだけ軽減できるか、畜舎内にこもらないよういかに排出で

きるかがポイントになります。 

気象庁によると、令和６年の夏も昨年に匹敵するような猛暑になると予想されると

のことから、十分な暑熱対策が必要です。 

このため当場では、細霧発生装置の設置や扇風機の更なる増設等を検討してい

ます。さらに豚の観察を綿密に行い、暑熱ストレスが高いと思われる場合は、ドリップ

クーリングの設置で体温を下げることや、経口補水液の投与、酢酸リンゲルの点滴

等を実施し、少しでも暑熱ストレスを軽減し、豚が生活しやすい環境を作っていきた

いと思います。 

農場ごとに畜舎の構造や立地条件、飼養方法が異なるため、必要となる対策も

異なってきます。また、予算により講じられる設備には限りがあると思いますが、知恵

と工夫でこの夏も乗り切っていきましょう。 
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